
 

 

 

 

 

 

 

港
みなと

区民
く み ん

まつりの感想
か ん そ う

 

1班
ぱん

 李
り

新
しん

（中 国
ちゅうごく

） 

私
わたし

は 10月
がつ

9
ここの

日
か

に朝
あさ

潮
しお

橋
ばし

の公園
こうえん

でイベントに参加
さんか

しました。 

香港
ほんこん

出 身
しゅっしん

の甘
かん

さんと一緒
いっしょ

に、日本
にほん

の高校生
こうこうせい

2
ふた

人
り

と日本語
に ほ ん ご

で

交 流
こうりゅう

しました。多文化
た ぶ ん か

カフェの担当者
たんとうしゃ

が、お茶
ちゃ

やメモなどを

用意
ようい

してくれて、とても行
い

き届
とど

いていました。 

私
わたし

たち 4人
にん

は楽
たの

しく話
はな

し合
あ

って、日本
にほん

の有名
ゆうめい

なところやお

いしいレストランを知
し

りまし

た。聞
き

いてわからないところは

先生
せんせい

が書
か

いてから詳
くわ

しく説明
せつめい

してくれました。1時間
じかん

の会話
かいわ

はす

ぐ終
お

わってしまいました。会話
かいわ

が終
お

わったら先生
せんせい

と公園
こうえん

で歌
うた

を

聞
き

いたり、ダンスを見
み

たり、買
か

い物
もの

したりしました。雨
あめ

が降
ふ

った

けれど公園
こうえん

には人
ひと

がたくさんいました。みんな楽
たの

しそうな顔
かお

を

していました。 

イベントは 私
わたし

にとって良
よ

い機会
きかい

でした。日本
にほん

の文化
ぶんか

を学
まな

び、

日本
にほん

の生活
せいかつ

スタイルを体験
たいけん

し、より早
はや

く日本
にほん

文化
ぶんか

に溶
と

け込
こ

みた

いと思
おも

います。 

最後
さいご

に先生
せんせい

と一緒
いっしょ

に晩
ばん

ご飯
はん

を食
た

べ、おしゃべりしました。また、

日本語
に ほ ん ご

を一生懸命
いっしょうけんめい

勉 強
べんきょう

し、社会
しゃかい

に還元
かんげん

できる人
ひと

になりたいで

す。 

神戸
こ う べ

の遠足
えんそく

 

１班
ぱん

 宋婉鈺
そうえんぎょく

（中 国
ちゅうごく

） 

2022年
ねん

10月
がつ

30日
にち

の日曜日
にちようび

、市岡
いちおか

日本語
に ほ ん ご

教 室
きょうしつ

・秋
あき

の遠足
えんそく

に参加
さんか

しました。 

もうすぐ 11月
がつ

ですが、小春日和
こはるびより

の 暖
あたた

かな１日
にち

でした。 

遠足
えんそく

のコースは、予定
よてい

の通
どお

り 9:30JR三ノ宮駅
さんのみやえき

中 央
ちゅうおう

改札
かいさつ

口
ぐち

に

集 合
しゅうごう

、午前中
ごぜんちゅう

旧居留地
きゅうきょりゅうち

を通
とお

って神戸市
こ う べ し

立
りつ

博物館
はくぶつかん

を見学
けんがく

に行
い

きました。お昼
ひる

は元町
もとまち

の辺
あた

りによく行
い

っている麻辣湯（マーラー

タン）のお店
みせ

で昼
ひる

ごはんを食
た

べて、南京町
なんきんまち

入口
いりぐち

のカフェに休 憩
きゅうけい

しました。 

12:30 からメリケンパークへ移動
いどう

、15:30 まで神戸
こうべ

海洋
かいよう

博物館
はくぶつかん

と

カワサキワールドに見学
けんがく

しました。 

三 宮
さんのみや

に住
す

んでいますけど、い

つも旧居留地
きゅうきょりゅうち

かメリケンパーク

に行ったりしますが、神戸市
こ う べ し

立
りつ

博物館
はくぶつかん

、神戸
こうべ

海洋
かいよう

博物館
はくぶつかん

やカワ

サキワールドなどに行
い

ったことが

ないから、今回
こんかい

の遠足
えんそく

よりは家
いえ

の近くを再発見
さいはっけん

する旅
たび

だと思
おも

い

ます。 

皆
みな

さんと一緒
いっしょ

に行
い

きましてとても楽
たの

しかったです。ありがとう

ございます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私
わたし

の国
くに

（中国
ちゅうごく

）と日本
に ほ ん

との違
ちが

い 

１班
ぱん

 李
り

新
しん

（中 国
ちゅうごく

） 

 私
わたし

は日本
にほん

に来
き

て、日本
にほん

と中 国
ちゅうごく

の違
ちが

いをたくさん感
かん

じました。 

 まず日本
にほん

の道路
どうろ

には監視
かんし

カメラが少
すく

なく、ゴミ箱
ばこ

も少
すく

ないと思
おも

いました。中 国
ちゅうごく

の道路
どうろ

には監視
かんし

カメラやゴミ箱
ばこ

がたくさんあり

ました。 

 ２番目
ばんめ

に日本
にほん

の家
いえ

はいろいろな 形
かたち

があります。自由
じゆう

に 形
かたち

を決
き

めることができます。中 国
ちゅうごく

の家
いえ

はだいたい同
おな

じ 形
かたち

です。私
わたし

に

とっては特別
とくべつ

な風景
ふうけい

です。 

 ３番目
ばんめ

に日本
にほん

は朝市
あさいち

と夜
よる

市
いち

が少
すく

ないです。中 国
ちゅうごく

は朝市
あさいち

と

夜
よる

市
いち

がたくさんあり、食
た

べ物
もの

や

生活
せいかつ

用品
ようひん

などいろいろな物
もの

を

売
う

っています。朝市
あさいち

で朝
あさ

ご飯
はん

を

食
た

べる人
ひと

もいるし、野菜
やさい

や果物
くだもの

を買
か

うついでに朝
あさ

ご飯
はん

も買
か

いま
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す。おいしいし、安
やす

いし、便利
べんり

です。人々
ひとびと

は夜
よる

市
いち

で遊
あそ

んだり、食
た

べたり、のんびりします。 

 ４番目
ばんめ

に中 国
ちゅうごく

料理
りょうり

の味
あじ

は少
すこ

し濃
こ

いです。中国人
ちゅうごくじん

は辛
から

い物
もの

が

好
す

きです。私
わたし

は日本
にほん

料理
りょうり

を食
た

べて味
あじ

が甘
あま

いと感
かん

じました。油
あぶら

が

少
すく

ないし、食
た

べたばかりでもお腹
なか

が空
す

いていると感
かん

じました。今
いま

は日本
にほん

料理
りょうり

が食
た

べられるようになりました。いつも家
いえ

で中 国
ちゅうごく

料理
りょうり

を作
つく

りますが、ときどき日本
にほん

料理
りょうり

が食
た

べたいです。 

 家
いえ

で料理
りょうり

を作
つく

る時
とき

ゴミがいっぱいでます。中 国
ちゅうごく

ではゴミを

分類
ぶんるい

する都市
と し

が少
すく

ないし、毎日
まいにち

ゴミが出
だ

せます。古紙
こ し

と家電
かでん

な

どを売
う

ったら、お金
かね

をもらえます。しかし、日本
にほん

ではゴミを分類
ぶんるい

しなければならないし、毎日
まいにち

出
だ

せません。粗
そ

大
だい

ゴミを捨
す

てる時
とき

、

お金
かね

が必要
ひつよう

です。私
わたし

がゴミで一番
いちばん

困
こま

ったことは生
なま

ゴミです。生
なま

ゴミは 週
しゅう

に２回
かい

しか捨
す

てることができません。生
なま

ゴミは２，３

日
にち

ゴミ箱
ばこ

に置
お

くと変
へん

な臭
にお

いがします。たまにゴミの中
なか

でむしも

わきました。そのために 私
わたし

はときどきゴミを冷蔵庫
れいぞうこ

に入
い

れ、ゴ

ミの日
ひ

に出
だ

しました。ゴミの日
ひ

だということを忘
わす

れた時
とき

もありま

す。 

 以前
いぜん

両 親
りょうしん

が果物
くだもの

を持
も

って 私
わたし

の家
いえ

を 訪
おとず

れた時
とき

、私
わたし

はゴミを

プレゼントとして、持
も

って帰
かえ

って 私
わたし

の代
か

わりに捨
す

てるように頼
たの

みました。今
いま

思
おも

い出
だ

すと恥
は

ずかしいです。みなさん生
なま

ゴミを出
だ

す

のにいい方法
ほうほう

を教
おし

えてください。 

 日本
にほん

に来
き

たばかりは困
こま

ったことや、恥
は

ずかしいことがいっぱい

あったと思
おも

い出
だ

しました。日本
にほん

と中 国
ちゅうごく

は違
ちが

うことがたくさんあ

ります。今
いま

は日本
にほん

での生活
せいかつ

に慣
な

れて、だんだん日本
にほん

が好
す

きになり

ました。 

 読
よ

んでくださってありがとうございます。 

 

想
おも

い 創
つく

り出
だ

し わたしは生
い

きる 

１班
はん

 五味
ご み

久美
ひさみ

（ボランティア） 

 木彫
き ぼ

り作品
さくひん

は、 私
わたし

の生
い

き様
ざま

だと思
おも

う。 ２００７年
ねん

３月
がつ

３

１日
にち

の退職後
たいしょくご

、かつてより望
のぞ

ん

でいた木
き

彫
ぼ

りをはじめた。１９

９０年
ねん

に結成
けっせい

された木彫
き ぼ

りサー

クル「創
そう

美会
びかい

」に加入
かにゅう

し、“年
ねん

１回
かい

の合同
ごうどう

作品展
さくひんてん

に出 品
しゅっぴん

する” 

という目 標
もくひょう

をもって御殿山
ごてんやま

美術
びじゅつ

センター（１９８７、開館）に

毎 週
まいしゅう

（火
か

）に集
つど

い、活動
かつどう

している。 

 樹
き

にであい、表 現
ひょうげん

したいものを発見
はっけん

する 喜
よろこ

び、そして 長
なが

き 

長
なが

き 苦行
くぎょう

 ．．．．．．． 

ここに、今年
ことし

１０/２０～２３の第
だい

３４回
かい

作品
さくひん

合同展
ごうどうてん

に出 品
しゅっぴん

した「地中
ちちゅう

に舞
ま

う。」「母
はは

想
おも

う 杏
あんず

の花
はな

、咲
さ

き出
い

でよ」を観
み

に来
き

てくださった方々
かたがた

に 心
こころ

から感謝
かんしゃ

いたしますと共
とも

に、更
さら

なる飛躍
ひやく

を求
もと

め、努
つと

めていく決意
けつい

で、今
いま

まで出 品
しゅっぴん

してきた作品
さくひん

と 私
わたし

の

おもいを紹 介
しょうかい

させていただきます。 

☆節
ふし

くれの祖父
そ ふ

の引
ひ

きゆく ― 木車
もくしゃ

のひびき 我
われ

にいきつぐ 

☆地
ち

に立
た

つ ― 伸
の

びゆく子
こ

どもたちと共
とも

に運動場
うんどうじょう

いっぱいを走
はし

り踊
おど

った日々
ひ び

．．．．鮮
あざ

やかにおもいおこしながら彫
ほ

りました 

☆太子
た い し

農園
のうえん

情景
じょうけい

Ⅰ ― 山
やま

ブドウ、カラスウリ、ヒヨドリ、再生
さいせい

 

 太子
た い し

農園
のうえん

情景
じょうけい

Ⅱ ― 大空
おおぞら

の中
なか

、十
じゅう

数羽
す う わ

のキジバトが旋回
せんかい

する

農園、朱色
しゅいろ

に染
そ

まりゆくカラスウリが風
かぜ

に舞
ま

い踊
おど

る農園
のうえん

よ‼ わ

たしは ここで精一杯
せいいっぱい

働
はたら

いた 

☆鎮魂
ちんこん

のヒマワリⅠ ― 地
ち

に立
た

つ太
ふと

い茎
くき

／炎天
えんてん

に向
む

かって咲
さ

く

花
はな

は／新
あたら

しきいのち 

鎮魂
ちんこん

のヒマワリⅡ ― 豊
ゆた

かな実
みの

り 結
むす

びて／枯
か

れゆくヒマワリ 

鎮魂
ちんこん

のヒマワリⅢ ― 新
あら

たなる いのち生
う

まれよ 

お知らせ 

学 習 者
がくしゅうしゃ

さん、ボランティア 募 集 中
ぼしゅうちゅう

！！ 

日時
に ち じ

：毎週
まいしゅう

金曜日
き ん よ う び

の夜
よる

 ７時
じ

～８時半
じ は ん

 

場所
ば し ょ

港
みなと

区民
く み ん

センター２階
かい

（近隣
きんりん

センターの場合
ば あ い

もあり） 

コロナウイルス感染
かんせん

予防
よ ぼ う

のため、会場
かいじょう

や日時
に ち じ

を変更
へんこう

する場合
ば あ い

があります。 

詳
くわ

しくはホームページをご確認
かくにん

ください。 


